
「いまこそ非暴力平和」 
― ―日米安保、沖縄米軍基地を考えよう  

２０１２年秋の総選挙を経て、日本の政治状況は単なる保守回帰に止まらない異常

なものとなっています。日本の選挙民の多数が、領有権を巡る近隣諸国との軋轢を

背景とする石原・日本維新の会共同代表や安倍首相などの扇動に乗り「やっぱり安

保でアメリカを後ろ盾にしなけりゃ」と口々に言う、軍事力で強い日本を求める「国防

軍」「核兵器保有」「集団的自衛権行使」などが大手を振ってまかりとおる―そうしたな

かで、沖縄米軍基地の重圧は、前政権が配備したオスプレイをさらに増配備すること

等によって一段と強まろうとしています。 

わたくしたち＜非暴力平和隊・日本＞（NPJ）は、スリランカ、南スーダンなどの紛争

地で＜非暴力平和隊＞（NP）の国際部隊が行っている和平活動を支えてきましたが、

基地利用に関わる米国の勝手放題、それを容認する日本政府の沖縄踏みつけは、

遠いアジア、アフリカなどの途上国における暴力を言う以前に、われわれ日本の足下

でいつの間にか日常化してしまった生々しい暴力と言わねばなりません。 

この暴力に市民が非暴力で立ち向かって行く具体的方策をさぐる試みとして、日本

における非暴力平和活動の草分け、阿波根昌鴻に深い関わりを持つ山内徳信・(財)
＜わびあいの里＞理事長（沖縄選出参院議員）とミンダナオ、スリランカで非暴力平

和活動に携わった徳留由美 NPJ 会員とによる講演、並びにそれを踏まえた討論の会

を、下記のように開催します。 

・ 日時：2013 年 3 月 7 日（木）

　　　　　　　　　　　　　　午後 5 時-7 時半　　（開場 4 時 30 分） 

・ 会場：参議院議員会館地下一階 B107 会議室

　（会館玄関近くで入館カードをお渡します。セキュリティ・ゲートを通過してきてください） 

・主催：非暴力平和隊・日本（NPJ、千代田区神田淡路町 1-21-71静和ビル一階 A
室） 

・ 協賛：国際法市民研究会 

・ 参加申し込み（先着 50名）： E-Mail=andou_h2001@yahoo.co.jp Fax=047-327-
2004 　(氏名・住所・所属)

・参加費：無料 

　・問い合わせ先：安藤博　（NPJ 理事）　090-2622-1963 

http://jp.mc1010.mail.yahoo.co.jp/mc/compose?to=E-Mail=andou_h2001@yahoo.co.jp

